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図-3 列車集中制御装置回線系統図
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告IJ御送受信機によって 18kc土 2kc の FS 信号にして送信する 。

1 符号のときは 20kc， 0 符号のときは 16kc の周波数で伝送

する。そして受信した符号は 20kc のとき l 符号， 16kc のと

き 0 符号の直流信号にして符号変換検出機に入力として与えら

れる(図ー4) 。

図-4 ïl'I流符号と FS 信号
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制御符号は，連続して中央に送られている表示符号の中に割

り込み，中央から現場へ駅選択符号とともに送り込まれる。制

御コードを受信した被制御所(駅) においては，受信したことを

中央に送信すると同時に，その制御内容を記憶して，条件を継

電連動機に伝える。制御および表示の伝送情報内容は下表のと

おりである。

制御およ び表示の伝送情報内容

情報の名称 I 1 符 号 I 0 符 号
制 ! 進 路 | 進行信号を出す |停団号を出す

放 | 各駅の制御を C.T.C か| 各駅の制御を C.T.C 級
l ら切り厳す l とす る

御 ( 自 動 | 符の進路扱を自動と | 符の進路扱を手動と

| 閉そく 区間内に列車あ |
列車位置| り | 列車なし

進 路 開 通 | 進行信号が出ている | 停止信号が出ている
扱 1 各駅の制御が駅扱中で | 各駅の制御が中央扱中

| ある | である

中 央 復 帰 i 駅級泊、ら中央扱に Lて | 中央扱にしてはならな
l もよ L 、 | 

表 | 自 動 扱 | 詳の進路構成が自動 | 手動扱中
市 4 ロ 1 12 ピッ トのバイナリ ー 符号で列車より受信 し

列 車 番 引た符号を表わす
i~ïiI"iU石川1雨漏正員五五;寸加が駅に到着しなし了
[ 停 止 制 御 : (0， ) 信号が出ている |出ていない
時 素 解 錠 1 進路構成が時閉鎖錠中 | 時間鎖錠中でない

示 i 軌道回路送受信機 ! A:'""，....... .p. ':Z_ 不良 i 不良である | 不良でない

向 上 不 能 | 不能である | 不能でない

C.T.C 続器不良 | 不良である | 不良でない

信号用符号送受信 ! " i ,, 
機不良

自動進路不良"
諸機器不良"
峨器室電源不良 "

電池電源不良"
空気調和機不良" If 

全線の制御情報所要数 247，表示情報数 1 ， 412，情報の伝達速

度は 1 ， 000 ポーである。全線å" 4 系統に分けて回線が構成され，

各系統 1 秒以内すなわち全線が l 秒以内にスキャニングされる。

同軸回線不良の障害に対しては，マイクロ回線でうかい椛成

する。 停電のとき表示燈は滅燈するが，装置の蓄積回線電源は

電池を使用して短時間の停電に影響きれないよ う にしである 。

列車集中制御符号変換検問機の主要部(その故障のため全符号

の伝達が不能となる部分)は 2 out of 3 系とし，列車集中11;11御送

受信機は 2 重系 (自動切替え ， 手動復旧) としてある 。

(1点 rn 良一)

れっし々しゅうちゅうせいぎょばん 列車集中制御盤

この制御盤は* 列車集中表示縦の手前 5m の左ころに円形に 4

合設買されている 。 1M御幣の 11;IJ御範聞はA台東京~小 1"11京 ， B 

台熱海ー浜松， c 合豊橋~岐阜羽山， D台米原~新大阪である。

告IJ御般には次の も のが設備されている 。

1 進路て こ 各駅の進路構成を行なう 。

2 * i'1!日Jて こ 谷駅の進路悦成を Ij動的に行なわしめる。

3 結開放てこ 名駅の制御を中央から切り離し，各駅で単

独で行なわしめる 。

列車集中制御盤

4 列車番号修正ダイヤル *列車番号表示に誤 りが出たと

き修正する。

5 指令電話後盤 対列*・駅と[直接通話が可能で指令業務

に使用する。(長嶋隆)

れっし e しゅうちゅうひょうじばん 列車集中表示重量

この表示盤は運転指令室に設置してあり ，びょ う ぶ形で高 き 2

m長さ 20m あり，円形にな っ ている 。 この表示般には東京・新

大阪聞の配線略凶がtHiかれ，次のよ う な表示を燈その他により

表示する。

列車集中表示盤

1 *列車位置表示 閉そく区間・駅構内においては，軌道回

路ごとに列車がその区間に入ると白色燈により帯状に表示する。
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